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1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 10 6 4 1 0 2 7 3 1 0 2 0 67 0 0 0 3 1 0 2 3 7,395 7,198 0 197 0

3 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 50 0

4 3 2 1 1 0 0 2 1 1 0 0 0 489 0 0 0 0 0 0 0 0 33,647 33,647 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 2 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 264 0 0 75 189

7 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 1 23 23 0 0 0

8 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 4 2 2 0 0 0

9 2 0 2 2 0 0 0 2 1 0 1 0 36 0 1 0 0 0 0 0 0 497 497 0 0 0

10 1 0 1 1 0 0 0 2 1 0 0 1 212 0 1 2 1 1 0 0 5 20,780 20,780 0 0 0

11 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0

12 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 902 902 0 0 0

合計 23 12 11 9 0 4 10 12 4 1 3 4 844 0 2 2 7 2 0 5 15 63,560 63,049 0 322 189

12 4 0 2 6 8 2 1 2 3 108 0 0 0 5 1 0 4 8 8,210 8,125 0 85 0

11 5 0 2 4 4 2 0 1 1 736 0 2 2 2 1 0 1 7 55,350 54,924 0 237 189
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かすみがう
ら 46 31 32 37 20 27 16 13 19 16 22

出火件数を四季別にみると第１四半期（１月～３月）１１件、第２四半期（４月～６
月）５件、第３四半期（７月～９月）４件、第４四半期（１０月～１２月）３件となっ
ている。火災は火気使用頻度の多い冬から春先にかけて多く、高温、多湿の夏季は比較
的火災が少ないのが例年の状況である。

「火災」とは，人の意図に反して発生し若しくは拡大し，又は放火により発生して消火
の必要がある燃焼現象であって，これを消火するために消火施設又はこれと同程度の効
果のあるものの利用を必要とするもの，又は人の意図に反して発生し,若しくは拡大した
爆発現象をいう。過去3年間におけるかすみがうら市内の火災件数は下表の通りである。
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高温のエンジンにビニールシートが触れる七輪から火種がこぼれるストーブの上に衣類が落下冷却ファンに煽られる過熱（電気配線・タイヤの空転）ガスに引火するごみ焼却の拡大放火・放火疑い不明

1 1 1 1 2 1 1 7 8
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92 56 0 0 0 11 2 0 37 0 0 97 1 148

0

83 58 2 0 0 13 1 0 24 1 2 97 1 141

(1) (1) (1)

90 52 1 0 1 14 0 0 31 0 1 92 2 142

(1) (1) (1)

70 56 1 0 0 7 1 0 17 0 0 98 2 126

0

70 56 1 0 1 7 2 0 24 0 0 90 1 126

(1) (1) (1)

73 60 1 0 0 10 0 0 21 0 1 98 2 133

0

88 56 0 0 0 17 5 1 17 0 4 97 3 144

(6) (5) (1) (6)

103 73 1 0 0 18 10 0 28 1 1 116 1 176

(2) (2) (2)

75 54 3 0 0 12 3 0 18 1 0 90 2 129

(1) (1) (1)

98 63 2 0 0 19 2 0 28 1 1 102 6 161

(1) (1) (1)

81 70 2 0 0 12 1 0 29 0 0 107 0 151

(2) (1) (1) (2)

100 56 1 0 0 16 0 0 29 0 1 106 3 156

0

1,023 710 15 0 2 156 27 1 303 4 11 1,190 24 1,733

(15) 0 0 0 0 (7) 0 0 0 0 0 (7) (1) (15)

4 0 0 97 15 1 172 3 9 704 18 1,023

11 0 2 59 12 0 131 1 2 486 6 710
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※　下段（　　）内は、高速道路の出場件数を表す。
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救急出場件数の推移
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　平成15年4月から，救急救命士が行う処置は順次拡大され，救命率の向上を目指した救急業務
の高度化が推進されている。過去3年間におけるかすみがうら市内の救急出場件数は下表のとお
りである。
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　救急業務は，昭和38年に市町村の消防機関の事務として法制化され，平成3年8月には，プレ
ホスピタル・ケア充実のため，救急隊員の行う救急処置の範囲が拡大されるとともに，高度な
応急処置を行う救急救命士の制度が設けられた。
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1,334平成30年 24

1,733 15

令和２年における市内の救急業務実施状況は、救急出場件数１，７３３件、搬送人員１，６２
２人であり、ともに昨年より１００件強減少している。１日平均４．７件の割合で救急隊が出
場し、市民の２４人に１人が搬送されたことになる。
　前年と比較して救急出場件数及び搬送人員が減少した理由としては、急病の傷病者に対する
出場件数が１１５件の減少、急病の傷病者の搬送人員が１１８人減少していることから、新型
コロナウイルス感染症の拡大に伴い、病院へは行きたくない軽症者の救急要請が減少したので
はないかと考えられる。
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出 場 件 数 1,733 15 0 2 156 27 1 303 4 11 1,190 24

搬 送 件 数 1,592 2 0 2 143 26 1 286 3 6 1,113 10

不 搬 送 件 数 141 13 0 0 13 1 0 17 1 5 77 14

搬 送 人 員 1,622 2 0 2 171 26 1 287 4 6 1,113 10

火 災 事 故

自然災害事故

水 難 事 故

交 通 事 故

労働災害事故

運動競技事故

一 般 負 傷

加 害
自 損 行 為
急 病
そ の 他

　　に誤報及びいたずらをいう

・・疾病によるもので救急業務として行ったものをいう

・・暴風，豪雨，豪雪，洪水，高潮，地震，津波，噴火，雪崩，地すべりその他異

　　常な自然現象に起因する災害による事故をいう

・・水泳中の溺者又は水中転落等による事故をいう

・・故意に他人によって傷害等を加えられた事故をいう
・・故意に自分自身に傷害等を加えた事故をいう

・・他に分類されない不慮の事故をいう

事故種別救急活動状況

・・転院搬送，医師搬送，医薬資器材等輸送，その他の種別に分類不能のもの並び

・・火災現場において直接火災に起因して生じた事故をいう

・・すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故若しくは歩行者が交通機関

　　と接触したことなどによる事故をいう

・・各種工場，事業所，作業場，工事現場等において就業中発生した事故をいう

・・運動競技の実施中に発生した事故で直接運動競技を実施している者，審判員及

　　び関係者等の事故をいう

急病 1,190件

68.7% 
交通事故 156件

9.0%

一般負傷 303件

17.5% 

自損行為 11件

0.6% 

労働災害事故

27件 1.6%

加害 4件 0.2% 

運動競技事故

1件 0.1% 
火災事故 15件

0.8% 

その他 24件

1.4% 

水難事故 2件

0.1%

自然災害事故

0件 0%

事故種別救急出場件数

種

別出
場
・
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869 1 0 2 95 22 1 147 3 4 589 5

753 1 0 0 76 4 0 140 1 2 524 5

0 0 0 2 0 0 4 0 1 27 0

1 0 1 3 2 0 12 0 2 97 1

0 0 0 29 16 0 82 0 2 480 6

1 0 1 137 8 1 189 4 1 509 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 2 171 26 1 287 4 6 1,113 10
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新 生 児
1 0 0 0 0 0

9 0

0 1 0 0

0 6 0 0

（生後２８日以内）
乳 幼 児

35 0 0 0

0 0

0

19 1
（２９日～７歳未満）

少 年
46 0 0 140 9

0 118 21

0

1

0
（７歳～１８歳未満）

成 人
508 1 0 286 5

（１８歳～６５歳未満）

1 0 2 35

2300

68 3 5

785 4
（ ６ ５ 歳 以 上 ）

0 198 1 15
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     死　亡・・・初診時において死亡が確認されたもの。

中 等 症 615

そ

の

他　程 度 別

死 亡 34

自

損

行

為

急

病

重 症 119

一

般

負

傷

加

害

合 計 1,622

     重　症・・・傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。

     中等症・・・傷病の程度が入院加療を必要とし，その期間が３週間未満のもの。

     軽　症・・・傷病の程度が入院加療を必要としないもの。

     その他・・・診察拒否等，医師の診断がないもの。

軽 症 854

そ の 他 0
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2 2 73 21 169 3 5 773 7 1,055

52 4 1 66 100 2 225

8 9 1 77 95

1 5 18 24

14 9 26 1 50

7 2 6 15

1 1

1 1 2

1 2 13 16

1 3 1 11 16

7 7

4 2 6

3 5 34 42

0

笠間市 1 6 7

小美玉市 6 10 30 46

2 1 1 2 6

2 2

1 6 7

2 0 2 171 26 1 287 4 6 1,113 10 1,622

（人）

土浦市

1,399

茨 城 県 立 中 央 病 院

そ の 他 の 病 院
阿見町

東京医大茨城医療センター

合　　　計　

そ の 他

石岡循環器科脳神経外科病院

水 戸 済 生 会 病 院
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  医療機関別に搬送人員をみると、土浦協同病院が最も多く1,055人で次いで神立病院の225人となっている。
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石 岡 医 師 会 病 院

神 立 病 院

そ の 他 の 病 院

水 戸 医 療 セ ン タ ー

 また、市町村別医療機関の搬送人員をみると、土浦市内の医療機関への搬送が８６％とほぼ大半を占めている

筑 波 記 念 病 院

そ の 他 の 病 院
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筑波メディカルセンター病院

そ の 他 の 病 院

石 岡 第 一 病 院

労
働
災
害
事
故

医療機関別搬送人員

市

町

村

別

加

害

霞 ヶ 浦 医 療 セ ン タ ー

山 王 台 病 院

土浦市

86%

石岡市

4%

つくば市

3%

阿見町

3%

笠間市・小美玉市

水戸市 その他

4%

医療機関搬送先状況
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0 0 5 201 0 0 410

0 0活 動 人 員 0 0 99

0救 出 人 員 0

64 21610 0 7 36

0 0 7 221 0 0 4活 動 件 数 0 0 10

0 0出 場 人 員 0 0 118 70 25510 0 12 45

0 0 7 251 0 1 5出 場 件 数 0 0 11

建

物

等

に
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発

事

故
 区　分 建物

建 物

以 外

　救助活動状況

　救助活動とは、火災、交通事故、水難事故、自然災害、機械による事故等から生命又は身体

に危険が及んでおり、かつ、自らその危険を排除することの出来ない者について危険を排除し、

被災者等を安全な場所に搬送する活動をいう。

 事故種別

救助出場状況
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計

然災害事故は減少という結果となりました。

　令和２年度における当消防本部の救助活動状況は、出場件数２５件のうち活動件数は２２件、

救出した人は２０人でした。原因別にみると交通事故による救出活動が最も多く１１件、次い

でその他の事故となっています。昨年と比べると、交通事故、建物等による事故は増加し、自
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交通事故

44%

機械による事故

4%

水難事故

4%

建物等による事故

20%

その他の事故

28%

救助出場件数
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平成30年 令和元年 令和2年
要請 13 12 10
出場 12 8 8

　　救急現場において，以下の条項が認められているときに要請します。
　　・生命の危機が切迫しているか，その可能性があるとき
　　・重症患者であって搬送に長時間を要することが予想されるとき
　　・特殊救急患者（重症熱傷，多発外傷，四肢切断）で搬送時間の短縮を特に図るとき
　　・救急現場で緊急診断処置に医師を必要とするとき

平成30年 令和元年 令和2年
要請 42 54 46
出場 41 53 36

　　＊ドクターヘリの要請件数及び出場件数が年々減少している理由は、土浦協同病院で
　　ドクターカーを運用していることから、かすみがうら市内の要請についてはドクター
　　カーが第一選択になり、ドクターカーが出場しない土日祝日とドクターカーが他の事
　　案に出場している場合にドクターヘリの要請となるためです。

　　・多発傷病者発生の場合

平成30年 令和元年 令和2年

要請 13 12 10

出場 12 8 8

13

12

10

12

8 8

0

2

4

6

8

10

12

14

ドクターヘリ運用推移

要請

出場

平成30年 令和元年 令和2年

要請 42 54 46

出場 41 53 36

0

10

20

30

40

50

60

ドクターカー運用推移

要請

出場

53

46

3

54

42 41

10


